





































































































































































































､その祖元はアンデスLL,ヒカケノカズラ LJcopodz〝mcLaya/〟7nやミズ 脈の高山植生 ｢バ
ラモ｣にある｡草原のなかにスギ L.lcrtJlJ〟tn､ワラビの仲間も生えている｡ は､場所によって
固有の木生シタであるキアテア ･ウ=アテルピアナ CydlheauJedtb
erb7-aが半生する.■>木になったサ
ボテンとシタ ガラパコス諸島には珍しい固有
種が多い｡たとえば島ことに異なる6領のウ
チウサボテンがあるが､写ft左は乾燥低地に生育するオフンティア
･工キオス･八リンクトネンシスOp〟71/
ZaclL･lol∀arbdm"glQ
"P,′･∫Il｡主蔓軒が幹状に立ち.そ
の表面もアカマツに似ている｡写共石は木生シ
好天が続くとミズゴケが乾い
て白くなるから､遠方からでも垂れ幕状になった群落
を見つけることができる｡私はこの垂直のミズゴケ群
落を｢垂直屈原｣と名づ
けた｡ここまでの話は､南菓側に位3[する易々
の植生についてであった｡北西側にある島は起源が
新しく､そのうえ雨曇が
少ない｡新しい溶岩流の上には､植物がまったく生えてい
ない｡そこではブルセラ ･クラウェオレンス
の疎林が､標高の高いと
ころまで発達する｡さらに上郡には､スカL/シア･コルグタ ScaleJLaCOrddt
dやスカレシア･ミクロケフアラ S･桝′mC
CPhdLaの林があるが､高木のスカレシア
･ベドゥンクラタと異なり､これらの木々の機高
は最大でも 5ミニ程度である｡熔化植物の
影響現在のガラパコス諸島の植生を理解す
るためには､外来の帰化植物を無視できない.
農地や宅地のなかに植えてある植物は別にして､そこ 1r垂iL湿度｣ 山地草原のBE地には
､湿気を含んだ南東貿易風が当たる｡その意気でミズゴケの群落 (写FE は乾いて白く見える)ができる｡そ
の周囲には木生シタのギアテア･ウェアテルピアナの茂みが見える
｡ミズゴケ群落は､ガラバコス托島のなかでも南
東評に位Zする島の､高いLiJの山頂部だけに見られる｡4
局.サンタクルス島のカモテFE近くで｡写真 伊専芳三 多
くの木本植物が帰化している｡これも､植物相が ｢非調和｣で
あるために木本のニッチ (生層的地位=生活空間)が空いているからである｡
ガラパゴス諸島はエクアドルの国立公園であり､またユ
ネスコの ｢ty界自然遺産｣に指定されている
｡いわば二重に保護されているところといって
いい｡そこでも帰化植物がはびこり､畠育種は脅かされ､生態系が少しずつ壊れてい
から逃げ出し､自然状態で繁殖している植物が る｡その保護と保全は､われわれの果たすべき
かなりある.低地ではヒマ RzcmzLJCOmm〟7ZJ 急務になっているO
(伊藤秀≡)(トウタイクサ科)やラン
タナ Ldnfa〝LICa172ara(クマツヅラ科)が遍路脇に繁茂している｡また中
